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同
窓
会
機
関
誌
「
土
」
の
発
刊
に
あ
た

り
一
言
ご
挨
拶
申
し
上
げ
ま
す
。
新
型
コ

ロ
ナ
ウ
ィ
ル
ス
感
染
症
の
世
界
的
流
行
が

未
だ
終
息
を
み
ず
変
異
株
と
の
戦
い
が
続

く
中
で
す
が
、
ワ
ク
チ
ン
接
種
は
も
と
よ

り
、
ウ
ィ
ズ
コ
ロ
ナ
時
代
を
見
据
え
た
私

た
ち
の
身
の
回
り
の
生
活
の
工
夫
、
産
業

界
の
変
化
・
技
術
革
新
な
ど
目
ま
ぐ
る
し

く
日
々
変
化
し
て
い
ま
す
。
東
京
オ
リ
ン

ピ
ッ
ク
・
パ
ラ
リ
ン
ピ
ッ
ク
も
そ
の
よ
う

な
情
勢
の
中
で
行
わ
れ
、
賛
否
が
あ
る
中

に
も
選
手
達
の
躍
動
が
多
く
の
感
動
を
与

え
て
く
れ
ま
し
た
。

母
校
に
お
い
て
も
、
日
頃
の
学
習
や
学

校
行
事
等
で
創
意
工
夫
の
中
で
生
徒
が
過

ご
し
て
い
ま
す
。
今
年
度
は
太
平
山
を
周

遊
す
る
マ
ラ
ソ
ン
大
会
が
復
活
し
ま
し
た

が
、
感
染
症
対
策
の
た
めIC

チ
ッ
プ
で
記

録
を
と
る
方
法
が
導
入
さ
れ
ま
し
た
。

そ
の
他
の
学
校
行
事
も
ス
ポ
ー
ツ
大
会

や
収
穫
祭
、
学
年
研
修
旅
行
、
修
学
旅
行

等
全
て
が
こ
れ
ま
で
通
り
と
は
い
か
な
い

も
の
の
、
昨
年
よ
り
工
夫
を
凝
ら
し
て
充

実
し
た
も
の
に
で
き
た
と
聞
い
て
お
り
ま

す
。
特
に
学
校
祭
で
は
、
保
護
者
の
方
々

の
み
で
時
間
制
限
を
設
け
た
入
場
で
し
た

が
、
午
前
中
は
農
産
物
・
加
工
品
等
の
即

売
会
を
中
心
に
、
午
後
は
生
徒
達
が
工
夫

を
凝
ら
し
た
シ
ョ
ー
ト
ム
ー
ビ
ー
上
映
等

が
実
施
さ
れ
ま
し
た
。
こ
の
よ
う
な
時
代

情
勢
に
あ
っ
て
も
前
向
き
な
姿
勢
を
大
変

感
じ
る
こ
と
が
で
き
、
在
校
生
と
教
職
員

の
方
々
で
創
り
出
す
栃
農
の
エ
ネ
ル
ギ
ー

を
感
じ
る
こ
と
が
で
き
ま
し
た
。

さ
て
、
今
年
度
の
栃
農
は
、
新
た
な
四

学
科
が
三
学
年
揃
う
年
で
し
た
。
校
外
で

の
活
躍
を
振
り
返
っ
て
み
ま
す
と
、
陸
上

競
技
部
で
環
境
デ
ザ
イ
ン
科
三
年
葛
西
公

平
君
が
昨
年
に
引
き
続
き
、
五
月
に
県
高

校
総
体
男
子
八
百
メ
ー
ト
ル
で
自
己
ベ
ス

ト
を
更
新
し
五
位
入
賞
、
六
月
の
関
東
高

校
陸
上
競
技
大
会
に
出
場
し
ま
し
た
。

ま
た
、
植
物
科
学
科
で
は
二
年
島
田
桃
花

さ
ん
が
毎
日
農
業
記
録
賞
優
良
賞
、
動
物

科
学
科
が
和
牛
甲
子
園
優
良
賞
、
環
境
デ

ザ
イ
ン
科
二
年
小
沼
匠
大
君
が
日
本
学
校

農
業
ク
ラ
ブ
連
盟
全
国
大
会
農
業
鑑
定
競

技
会
で
優
秀
賞
を
受
賞
し
ま
し
た
。
さ
ら

に
農
業
環
境
部
で
は
、
、
第
五
回
輝
く

“
と
ち
ぎ
”
づ
く
り
表
彰
、
エ
シ
カ
ル
甲

子
園
２
０
２
０
、
ダ
ル
メ
イ
ン
マ
ー

マ
レ
ー
ド
ア
ワ
ー
ド
＆
フ
ェ
ス
テ
ィ
バ

ル
日
本
大
会
ア
マ
チ
ュ
ア
の
部
な
ど
で

活
動
の
成
果
が
表
彰
さ
れ
て
い
ま
す
。

昨
年
度
か
ら
の
「
未
来
を
創
る
高
校
生

地
域
連
携
・
協
働
推
進
事
業
」
に
取
り

組
ん
で
い
る
こ
と
が
、
意
識
付
け
と

な
っ
て
新
四
学
科
が
そ
れ
ぞ
れ
の
学
科

の
特
性
を
活
か
し
た
学
習
の
成
果
が
、

地
域
に
農
を
通
し
て
還
元
さ
れ
、
そ
の

活
動
が
評
価
さ
れ
て
い
る
こ
と
は
同
窓

生
に
と
っ
て
も
大
変
喜
ば
し
い
こ
と
で

す
。
今
後
も
継
続
し
た
活
動
で
学
び
、

知
識
や
技
術
等
を
得
る
と
と
も
に
、
そ

の
活
躍
を
地
域
に
発
信
し
て
い
っ
て
欲

し
い
と
こ
ろ
で
す
。

本
年
度
は
、
新
四
学
科
一
期
生
が
卒

業
す
る
年
で
し
た
。
そ
れ
に
相
応
し
い

素
晴
ら
し
い
卒
業
式
で
立
派
な
姿
を
見

る
こ
と
が
で
き
、
唯
一
の
単
独
農
業
高

校
の
同
窓
生
と
し
て
、
さ
ら
に
活
躍
し

て
い
く
で
あ
ろ
う
と
感
じ
る
こ
と
が
で

き
ま
し
た
。
こ
れ
ま
で
の
輝
か
し
い
歴

史
と
伝
統
の
先
に
、
よ
り
地
域
社
会
と

密
接
に
関
わ
り
な
が
ら
、
更
な
る
発
展

と
在
校
生
の
活
躍
す
る
姿
を
想
像
す
る

こ
と
が
で
き
る
こ
と
は
、
大
変
嬉
し
い

も
の
で
す
。

終
わ
り
に
、
母
校
の

益
々
の
発
展
と
会
員
の
皆
様
の
ご
健

勝
・
ご
多
幸
を
ご
祈
念
申
し
上
げ
発
刊

の
挨
拶
と
い
た
し
ま
す
。
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同
窓
会
会
員
の
皆
様
に
は
、
日
頃
よ
り
，
本
校

の
教
育
活
動
に
対
し
ま
し
て
、
ご
理
解
・
ご
協
力

を
賜
り
心
よ
り
感
謝
申
し
上
げ
ま
す
。

こ
こ
で
、
本
年
度
の
生
徒
達
の
活
躍
の
一
端
を
ご

紹
介
し
た
い
と
思
い
ま
す
。
農
業
環
境
部
（
食
品

科
学
）
で
は
、
栃
木
市
平
井
地
区
の
特
産
で
あ
る

ユ
ズ
を
用
い
た
マ
ー
マ
レ
ー
ド
作
製
に
取
り
組
み

ま
し
た
。
原
材
料
の
量
を
細
か
く
検
討
し
て
最
高

の
物
を
目
指
し
た
と
こ
ろ
、
第
三
回
ダ
ル
メ
イ
ン

世
界
マ
ー
マ
レ
ー
ド
ア
ワ
ー
ド
＆
フ
ェ
ス
テ
ィ
バ

ル
日
本
大
会
に
お
い
て
金
賞
（
ア
マ
チ
ュ
ア
の
部

柑
橘Ⅰ

種
）
を
獲
得
す
る
こ
と
が
で
き
ま
し
た
。

環
境
デ
ザ
イ
ン
科
で
は
栃
木
市
役
所
の
庭
園
を

新
た
に
リ
ニ
ュ
ー
ア
ル
い
た
し
ま
し
た
。
大
平
山

と
そ
こ
に
広
が
る
街
を
イ
メ
ー
ジ
し
て
制
作
に
当

た
り
ま
し
た
。
是
非
機
会
が
あ
れ
ば
ご
覧
く
だ
さ

い
。植

物
科
学
科
で
は
、
岩
舟
農
場
で
Ｉ
ｏ
Ｔ
活
用

の
研
修
会
を
実
施
し
ま
し
た
。
水
田
の
水
位
計
を

ス
マ
ー
ト
フ
ォ
ン
に
デ
ー
タ
で
送
信
し
確
認
す
る
。

ま
た
、
電
動
リ
モ
ー
ト
の
草
刈
り
機
の
実
演
も
行

い
研
修
し
ま
し
た
。

さ
ら
に
、
今
年
の
目
玉
『
栃
農
給
食
デ
ィ
』
を

行
い
ま
し
た
。
本
校
で
栽
培
・
飼
育
し
た
食
材
を

栃
木
市
大
平
地
区
の
小
中
学
校
６
校
に
納
品
し
、

そ
れ
ら
の
生
育
・
飼
育
状
況
を
ウ
ェ
ッ
ブ
サ
イ
ト

や
給
食
だ
よ
り
で
児
童
生
徒
や
保
護
者
に
紹
介
し

ま
し
た
。
十
二
月
一
日
を
納
期
と
定
め
、
米
・
ハ

ク
サ
イ
・
ネ
ギ
・
ブ
ロ
ッ
コ
リ
ー
・
キ
ャ
ベ
ツ
・

味
噌
・
豚
肉
を
総
て
納
品
す
る
の
は
と
て
も
苦
労

が
多
く
、
露
地
野
菜
栽
培
に
於
け
る
計
画
的
栽
培

の
難
し
さ
を
実
感
し
ま
し
た
。
ま
た
、
地
域
と
子

供
た
ち
が
つ
な
が
る
本
当
に
良
い
機
会
に
な
り
ま

し
た
。
こ
の
献
立
の
栃
農
生
産
自
給
率
五
十
八
・

五
％
、
更
に
向
上
す
る
よ
う
に
努
力
し
た
い
と
思

い
ま
す
。

海
外
の
持
続
可
能
な
農
業
な
ど
を
学
ぼ
う
と
植
物

科
学
科
三
年
生
が
ビ
デ
オ
会
議
ア
プ
リ
に
よ
り
オ

ン
ラ
イ
ン
で
授
業
を
行
い
ま
い
し
た
。
そ
の
講
師

は
ハ
ワ
イ
州
の
グ
ロ
ー
バ
ル
教
育
団
体
の
丸
王
祐

子
さ
ん
で
す
。
内
容
は
「
ア
ロ
ハ
プ
ラ
ス
チ
ャ
レ

ン
ジ
」
に
つ
い
て
説
明
、
伝
統
的
な
タ
ロ
イ
モ
を

生
産
す
る
農
園
や
地
産
地
消
に
取
り
組
む
オ
ー
ガ

ニ
ッ
ク
ス
ー
パ
ー
を
通
し
た
環
境
問
題
の
取
組
を

紹
介
し
ま
し
た
。
生
徒
は
チ
ャ
ッ
ト
機
能
を
使
い

質
問
し
た
り
交
流
し
た
り
し
て
い
ま
し
た
。
ハ
ワ

イ
と
日
本
を
つ
な
い
だ
授
業
の
実
践
で
す
。

三
年
ぶ
り
に
マ
ラ
ソ
ン
大
会
を
行
い
ま
し
た
。

令
和
元
年
度
は
、
十
九
号
台
風
に
よ
る
コ
ー
ス
コ

ン
デ
ィ
シ
ョ
ン
不
良
の
た
め
、
昨
年
度
は
コ
ロ
ナ

ウ
ィ
ル
ス
感
染
症
拡
大
の
た
め
に
中
止
と
な
り
ま

し
た
。
本
年
度
は
、
コ
ロ
ナ
禍
で
あ
り
ま
す
が
、

感
染
者
数
が
少
な
い
こ
と
と
新
た
な
ア
イ
テ
ム
を

導
入
す
う
こ
と
に
よ
り
密
を
避
け
る
、
競
技
の
計

時
等
の
係
職
員
・
補
助
員
を
減
ら
す
目
的
で
Ｉ
Ｃ

チ
ッ
プ
を
導
入
し
ま
し
た
。
生
徒
は
男
女
上
位
五

十
位
と
学
年
ご
と
に
よ
る
ス
タ
ー
ト
と
し
ま
し
た
。

こ
れ
に
よ
り
八
グ
ル
ー
プ
で
ス
タ
ー
ト
す
る
こ
と

が
で
き
ま
し
た
。
生
徒
た
ち
は
全
員
が
一
生
懸
命

太
平
山
の
周
回
コ
ー
ス
に
臨
み
ま
し
た
。

ス
ポ
ー
ツ
大
会
は
、
球
技
大
会
と
体
育
大
会
を

合
わ
せ
た
形
で
行
い
い
ま
し
た
。
し
か
も
本
年
度

四
学
科
体
制
で
三
学
年
が
揃
っ
た
こ
と
に
よ
り
学

科
対
抗
と
い
う
形
に
し
ま
し
た
。
実
施
種
目
は
、

バ
レ
ー
ボ
ー
ル
・
ソ
フ
ト
テ
ニ
ス
・
ド
ッ
ジ
ボ
ー

ル
・
部
活
動
リ
レ
ー
（
パ
フ
ォ
ー
マ
ン
ス
）
・
大
縄

飛
び
・
学
科
対
抗
リ
レ
ー
で
す
。
球
技
の
部
分
は

男
女
混
合
に
よ
る
ク
ラ
ス
マ
ッ
チ
の
た
め
、

ど
う
し
て
も
男
子
の
割
合
の
高
い
ク
ラ
ス
が

有
利
の
感
じ
が
し
ま
し
た
。
し
か
し
、
結
果

は
、
「
食
品
科
学
科
」
が
総
合
優
勝
と
な
り
、

心
配
は
い
ら
な
い
こ
と
が
わ
か
り
ま
し
た
。

生
徒
の
心
か
ら
応
援
す
る
姿
が
感
動
的
で
し

た
。
若
い
っ
て
素
晴
ら
し
い
。

さ
て
、
今
年
は
、
各
会
社
の
求
人
状
況
が

回
復
傾
向
の
中
で
、
希
望
す
る
就
職
先
に
多

く
の
生
徒
が
内
定
を
い
た
だ
き
ま
し
た
。
ま

た
、
進
学
も
生
徒
達
の
希
望
す
る
進
路
先
へ

大
部
分
の
生
徒
が
合
格
す
る
こ
と
が
で
き
ま

し
た
。
特
に
、
四
年
制
大
学
に
は
福
島
大
学

を
は
じ
め
、
現
在
十
名
が
合
格
し
て
い
ま
す
。

是
非
、
栃
農
高
で
学
ん
だ
三
年
間
を
忘
れ
る

こ
と
な
く
、
本
校
で
身
に
つ
け
た
知
識
・
技

術
や
精
神
力
を
新
天
地
に
お
い
て
も
い
か
ん

な
く
発
揮
し
活
躍
さ
れ
る
こ
と
を
願
っ
て
お

り
ま
す
。
ま
た
、
創
立
百
十
周
年
の
時
、
鈴

木
前
校
長
が
掲
げ
た
、
「
栃
農
ル
ネ
サ
ン
ス

～
歴
史
と
伝
統
か
ら
新
た
な
ス
テ
ー
ジ
へ

～
」
と
い
う
ス
ロ
ー
ガ
ン
を
本
年
度
「
栃
農

IN
N
O
V
A
T
IO
N

ユ
ネ
ス
コ
ス
ク
ー
ル
で
探

求×

Ｓ
Ｄ
Ｇ
ｓ
の
実
践
」
と
し
ま
し
た
。
栃

木
県
発
の
ユ
ネ
ス
コ
ス
ク
ー
ル
校
と
し
て
更

に
発
展
し
て
い
き
ま
す
。

本
年
度
は
新
生
栃
農
高
と
し
て
全
て
の
学

科
が
リ
ニ
ュ
ー
ア
ル
さ
れ
、
「
植
物
科
学
科

「
動
物
科
学
科
」
「
食
品
科
学
科
」
「
環
境

デ
ザ
イ
ン
科
」
の
４
つ
の
学
科
で
初
め
て
卒

業
生
を
出
す
こ
と
と
な
り
ま
す
。

結
び
に
、
同
窓
会
会
員
の
皆
様
の
益
々
の

ご
健
勝
と
と
ご
活
躍
、
本
校
同
窓
会
の
一
層

の
発
展
を
御
祈
念
い
た
し
ま
し
て
、
ご
挨
拶

と
さ
せ
て
い
た
だ
き
ま
す
。
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栃
農
高
同
窓
会
総
会
報
告

令
和
三
年
度
栃
農
高
同
窓
会
総
会

が
七
月
十
三
日(

火)

に
本
校
会
議
室

に
お
い
て
行
わ
れ
ま
し
た
。
本
来
で

あ
れ
ば
、
七
月
上
旬
に
総
会
及
び
懇

親
会
を
予
定
し
て
お
り
ま
し
た
が
、

新
型
コ
ロ
ナ
ウ
ィ
ル
ス
感
染
症
予
防

の
観
点
か
ら
今
年
度
は
役
員
会
で
の

協
議
の
結
果
、
役
員
と
各
支
部
長
の

み
で
の
開
催
と
い
う
形
を
取
ら
せ
て

い
た
だ
き
ま
し
た
。

横
尾
武
男
会
長
（
昭
四
十
五
農

卒
）
か
ら
は
、
コ
ロ
ナ
禍
で
は
あ
り

ま
す
が
、
二
年
ぶ
り
に
総
会
を
開
催

で
き
た
こ
と
に
感
謝
を
述
べ
る
と
同

時
に
、
「
本
年
度
で
、
新
四
学
科
が

三
学
年
揃
う
と
同
時
に
、
新
学
科
に

な
り
初
め
て
の
卒
業
生
が
誕
生
す
る

変
革
の
年
で
我
々
同
窓
会
も
一
丸
と

な
っ
て
学
校
を
支
え
て
い
く
必
要
が

あ
る
。｣

と
心
強
い
お
言
葉
を
い
た

だ
く
こ
と
が
で
き
ま
し
た
。

総
会
で
は
、
令
和
二
年
度
事
業
報

告
、
決
算
報
告
（
監
査
報
告
）
、
令

和
三
年
度
事
業
計
画
案
、
予
算
案
、

そ
の
他
に
つ
い
て
審
議
し
て
い
た
だ

き
ま
し
た
。

ま
た
、
同
窓
会
会
則
の
改
定
の
承

認
や
通
帳
の
運
用
に
つ
き
ま
し
て
も

審
議
い
た
だ
き
ま
し
た
。

～総会次第～
１開会のことば
２会長挨拶
３学校長挨拶
４議題
(１)令和二年度事業報告
(２)令和二年度決算報告(監査報告)
(３)令和三年度事業計画案
(４)令和三年度予算案
(５)その他 同窓会会則の改定について

同窓会通帳の運用について
その他

５閉会のことば

令
和
四
年
二
月
二
十
八
日
（
月
）
令
和
三

年
度
同
窓
会
入
会
式
、
三
月
一
日
（
火
）
卒

業
式
が
挙
行
さ
れ
、
一
五
二
名
の
卒
業
生
と

同
時
に
新
し
い
同
窓
会
会
員
が
誕
生
し
ま
し

た
。入

会
式
で
は
、
会
長
よ
り
「
栃
農
で
培
っ

た
力
と
プ
ラ
イ
ド
を
持
っ
て
活
躍
し
て
く
れ

る
こ
と
を
期
待
す
る
」
と
の
激
励
を
い
た
だ

き
ま
し
た
。
生
徒
代
表
あ
い
さ
つ
で
は
、
農

業
ク
ラ
ブ
会
長
の
永
井
ま
な
み
さ
ん
か
ら
、

「
創
立
一
一
五
年
の
歴
史
と
伝
統
を
持
ち
、

多
く
の
卒
業
生
を
輩
出
し
て
い
る
栃
農
に
恥

じ
ぬ
よ
う
、
ま
た
、
沢
山
の
功
績
を
残
し
て

い
る
先
輩
方
に
少
し
で
も
追
い
つ
け
る
よ
う

努
力
し
て
い
く
」
と
の
決
意
が
述
べ
ら
れ
ま

し
た
。

卒
業
式
は
、
春
の
訪
れ
を
感
じ
る
暖
か
い

陽
気
の
な
か
厳
粛
に
挙
行
さ
れ
ま
し
た
。
保

護
者
、
在
校
生
、
教
職
員
に
見
守
ら
れ
る
な

か
新
学
科
第
一
号
卒
業
生
一
五
二
名
が
晴
れ

や
か
な
表
情
で
旅
立
ち
ま
し
た
。

総会の様子 施：会議室

入会式の様子 会長挨拶

卒業式の様子 卒業証書授与



会
員
各
位
に
お
か
れ
ま
し
て
は
、

日
頃
よ
り
本
校
同
窓
会
の
諸
事
業
に

関
し
ま
し
て
、
多
大
な
ご
支
援
と
ご

協
力
を
い
た
だ
き
深
く
感
謝
申
し
上

げ
ま
す
。
本
会
誌
の
発
刊
は
ホ
ー

ム
ー
ペ
ー
ジ
で
の
掲
載
と
し
、
多
く

の
方
々
の
目
に
と
ま
る
こ
と
と
な
り

ま
し
た
。
今
後
も
、
よ
り
同
窓
会
の

内
容
を
発
信
で
き
る
よ
う
に
つ
と
め

て
い
き
ま
す
の
で
、
ご
協
力
と
ご
理

解
を
お
願
い
し
、
編
集
後
記
と
さ
せ

て
い
た
だ
き
ま
す
。

令和４年３月３１日発行(４)第６２号 栃農高同窓会機関誌「土」

若
林

照
一

様

(

昭
三
十
四
年
農
業
科
卒)

旭
日
双
光
章
（
地
方
自
治
功
労
）
受
章

蘒
原

政
夫

様

(

昭
五
十
四
年
農
業
科
卒)

佐
野
市
議
会
議
員
選
挙

当
選

坂
田

昇
一

様

(

昭
四
十
七
年
園
芸
科
卒)

壬
生
町
議
会
議
員
選
挙

当
選

鈴
木

理
夫

様

(
昭
四
十
四
年
農
業
科
卒)

壬
生
町
議
会
議
員
選
挙

当
選

早
乙
女

善
昭
様

(

昭
五
十
八
年
農
業
科
卒) 

第
２
回
栃
木
県
農
業
大
賞

栃
木
県
知
事
賞

【
運
動
部
の
主
な
実
績
】

【
柔
道
部
】

栃
木
県
高
等
学
校
体
育
大
会
柔
道
競
技
会

女
子

優
勝

食
品
科
学
科

三
年

中
島
礼
華

男
子

三
位

植
物
科
学
科

一
年

横
島

悠
介

五
位

環
境
デ
ザ
イ
ン
科
一
年

岡
田

徠
夢

【
陸
上
競
技
部
】

栃
木
県
陸
上
競
技
選
手
権
大
会

一
部

男
子
八
〇
〇
Ｍ

第
六
位

環
境
デ
ザ
イ
ン
科

三
年

葛
西

公
平

（
関
東
陸
上
競
技
大
会
出
場
獲
得
）

【
野
球
部
】

農
業
高
校
大
会

準
優
勝

【
文
化
部
の
主
な
実
績
】

【
手
打
ち
そ
ば
部
】

そ
ば
道
段
位
日
光
認
定
会

初
段
二
名
、
二
段
一
名

【
農
業
環
境
部
】

ダ
ル
メ
イ
ン
世
界
マ
ー
マ
レ
ー
ド
ア
ワ
ー
ド

＆
フ
ェ
ス
テ
ィ
バ
ル
日
本
大
会

金
賞

”
輝
く
“
と
ち
ぎ
づ
く
り
表
彰

最
優
秀
賞

エ
シ
カ
ル
甲
子
園

関
東
代
表

【
吹
奏
楽
部
】

Ｊ
Ｂ
Ａ
栃
木
県
管
打
楽
器
ソ
ロ
コ
ン
テ
ス
ト

高
校
生
の
部

優
良
賞

食
品
科
学
科

一
年

戸
辺

龍

県
南
地
区
ア
ン
サ
ン
ブ
ル
コ
ン
テ
ス
ト

銅
賞

【
写
真
部
】

Ｓ
Ｔ
Ｉ
Ｔ
Ｏ
フ
ォ
ト
コ
ン
テ
ス
ト

優
秀
賞

動
物
科
学
科

二
年

三
枝

美
咲

萌
写
萌
写
コ
ン
テ
ス
ト

優
秀
賞

動
物
科
学
科

一
年

上
山

美
嘉

佳
作

動
物
科
学
科

一
年

笠
木

唯
吹

【
そ
の
他
コ
ン
テ
ス
ト
結
果
】

日
本
大
学
全
国
高
等
学
校
土
木
設
計
競
技

入
賞

環
境
デ
ザ
イ
ン
科
一
年

秋
山
豹
我
、
長
江
大
輝
、
根
岸
柊
斗
、

福
田
杏
莉
、
若
菜
吏
真

第
四
十
八
回
毎
日
農
業
記
録
賞

優
良
賞

植
物
科
学
科

二
年

島
田

桃
花

和
牛
甲
子
園

優
良
賞

動
物
科
学
科

【
農
業
ク
ラ
ブ
結
果
】

栃
木
県
学
校
農
業
ク
ラ
ブ
連
盟

家
畜
審
査
競
技
会
（
肉
牛
の
部
）

優
秀
賞

動
物
科
学
科

三
年

須
藤

涼
太

プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
発
表
会

分
野Ⅰ

類

優
秀
賞

農
業
環
境
部

分
野Ⅲ

類

優
秀
賞

農
業
環
境
部

意
見
発
表
会

優
秀
賞

分
野Ⅰ

類

植
物
科
学
科

二
年

島
田

桃
花

分
野
二
類

食
品
科
学
科

三
年

近
藤

大
斗

平
板
測
量
競
技
会

優
秀
賞

環
境
デ
ザ
イ
ン
科

二
年

日
本
学
校
農
業
ク
ラ
ブ
全
国
大
会

農
業
鑑
定
競
技
会

優
秀
賞

環
境
デ
ザ
イ
ン
科

二
年

小
沼
匠
大


